
最先端医療イノベーションセンターの役割

我が国は他の先進諸国に先駆けて超高齢社会を迎え、
社会を維持していくために健康長寿社会を実現する
ことが必要となっています。そのためにも大学など
のアカデミアの基礎研究成果を、速やかに医療に実
用化することが求められています。
これは、医学系研究科のミッションとも合致してお
り、2003 年には附属病院に橋渡し研究拠点である
未来医療センターを設置し、基礎研究成果（シーズ）
を臨床応用へ橋渡しする強力な支援基盤が既に構築
されています。
最先端医療イノベーションセンターは、さらに基礎

研究の早期の段階から、有望な開発シーズが育つ土
壌をつくるために、企業との連携を組織的に行う産
学連携拠点として設置されました。本センターでは、
免疫学や再生医療、神経科学などの様々な分野の研
究成果を活かし、自己免疫疾患や癌、臓器機能不全、
神経難病などに対する最先端医療を開発することを
目標としています。本センターの設置により、創薬
や先端医療技術のシーズを生みだし育成するところ
から実証まで、一気通貫にイノベーションを起こす
体制が整いました。（図1）

最先端医療イノベーションセンター設立の経緯

本センターの設立構想は、2010（平成 22）年度、
経済産業省補助事業の先端技術実証・評価施設整備
費等補助金（「技術の橋渡し」拠点施設等整備事業）
への応募から具体化しました。
大阪大学は、免疫学の分野で、岸本博士、平野総長、
審良博士、坂口博士ら、世界的リーダーを輩出し、
これまで、IL-6の発見と我が国初のバイオ医薬品ア
クテムラ（抗 IL-6 受容体抗体）の開発、自然免疫
活性化機構の解明など、世界をリードする研究成果・
シーズを輩出してきています。一方、再生医療につ
いても、特に病態に基づいた再生医療研究とその実
用化では、国内最多のFirst in Human臨床研究数
を誇るなどの実績を挙げています。
これらの大阪大学の強みに支えられ「免疫・再生の
融合研究による次世代創薬・再生医療実現化」が補
助事業として採択され、センター設立が決まりまし
た。
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　最先端医療イノベーションセンター（CoMIT: Center of Medical Innovation 
and Translational Research）は、本年4月に企業との連携を組織的に行う産学
連携の拠点として大阪大学大学院医学系研究科に新設されました。本稿では、
その役割から設立の経緯、研究内容、将来ビジョンなどをご紹介します。
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図3　最先端医療イノベーションセンター棟外観図2　最先端医療イノベーションセンター棟フロア構成

図1　最先端医療イノベーションセンターの役割

最先端医療イノベーションセンター棟の構成

センター設立構想の具体化段階で、経産省補助金事
業である本センター（地下1階と5～9階）に加え
て、医学教育のためのフロア（1、2階）、未来戦略
機構のための本部フロア（3階）、未来医療開発部、
移植医療部のための病院フロア（4階）が大学の自
己資金で合築されることとなり、地下1階、地上9
階建ての最先端の教育・研究環境を備えた複合施設
となりました。
本センターフロアでは、研究開発部門を6階～9階
に、B1階と5階に研究開発部門の研究プロジェク

　

トを支援する共通基盤部門の動物実験分野をB1階、
技術支援分野を5階に、本棟の運営拠点となるヘッ
ドクォーター（研究支援部門）を6階に設置してい
ます。（図2）
各フロアはオープンイノベーションとコンフィデン
シャリティが共存できる設計となっており、外観は
異分野の学問・人・文化が集まることをイメージし
た斬新なものとなっています。（図3）
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図4　技術支援分野（共同利用機器室）

表1　 研究開発部門プロジェクト一覧

研究開発部門

センターの中心となる研究開発部門には、強力な産
学官連携体制のもと、企業との共同研究講座を設置
するなど、医学部の研究者、企業人、異分野領域の
研究者が同一施設内、研究室内に集まり、一つ屋根
の下、一体的な共同研究を展開することにより、出
口志向の研究と多方面の技術融合を進めていき、加
えて、研究プロジェクト間の相互連携を進めていく
体制をとっています。
既に6階から9階のすべてのラボスペースで、大手
製薬企業からベンチャー企業まで、さまざまな分野

の企業が参画する30プロジェクトが稼動しています。
（表1）
研究プロジェクトは、免疫創薬ユニット、再生ユニ
ット、免疫再生融合ユニット、新融合領域ユニット
のいずれかに属しており、日本発の革新的新薬・医
療機器の創出、再生医療の実現により、難病の克服
に貢献し、健康社会の実現を推進していきます。

共通基盤部門

共通基盤部門の技術支援分野（共同利用機器室）は、
センター棟の中心5 階に位置し、最新鋭の機器と熟
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練した専門技術職員により構成された総合コアファ
シリティです。特にゲノム解析コアファシリティお
よびタンパク質解析コアファシリティは、完全防塵
されたクリーン施設となっており、超高感度解析装
置がいかんなく威力を発揮できる環境空間となって
います。（図4）
動物実験分野（中大動物実験施設）はB1階に設置
されています。センターでは最先端医療の動物を用
いた非臨床試験が実施されることから、中大動物へ
の移植実験を行えるように、最新の設備を備えた広
い手術室４室、画像解析室や飼育室が設備されてい
ます。

将来ビジョン

医療の分野でもこれから更なるグローバル化が進ん
でいくと予想されますが、本センターの役割は、世
界展開できる研究成果を輩出していくことに加え、
グローバル社会で活躍し未来の医学、医療を担う人
材を育てることにあると考えます。最先端医療イノ
ベーションセンターの目標は、人と知、技術が集ま
り、わが国の医療イノベーションのメッカとして発
展することです。これが健康長寿社会の実現ととも
に、2031 年世界トップ10 の研究型総合大学になる
という大阪大学の目標達成への貢献につながると考
えております。

－131－

生産と技術　第66巻　第３号（2014）


